松塾資料②
中国の「気」と日本の「気」は違う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012.9.1 於・神田、都師会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松田　博公
日本人は、固有の文化を受け皿として中国鍼灸を受け入れた。中国鍼灸という苗を、日本の文化、風土の土壌で育てたのである。では、日本文化の土壌とは何か。まず鍼灸の思想にとって最も核心的な、「気」の思想が、日本と中国で違っていたことを確認しておこう。
〔中国古代の気〕
「人の生は気の聚まりなり。聚まれば則ち生となり、散ずれば則ち死となる。

もし死生、徒たらばわれまた何をか患えん。故に万物は一なり。これその美と

するところは神奇たり。その悪むところのものは腐臭なり。腐臭また化して神

奇たり。神奇また化して腐臭たり。故に曰く天下を通じて一気のみと。聖人故

に一を尊ぶ」（『荘子』知北遊篇）宇宙の万物を構成する生命の要素
「精気の集まるや、必ず入ることあるなり。羽鳥に集まれば、ともに飛揚をなし、走獸に集まれば、ともに流行をなし、珠玉に集まれば、ともに精朗をなし、樹木に集まれば、ともに茂長をなし、聖人に集まればともに夐明（​＝大いなる智慧）をなす」（『呂氏春秋』尽数篇） 同
「道は一を生じ､一は二を生じ､二は三を生じ､三は万物を生ず｡万物は陰を負うて陽を抱き､冲気(ちゅうき)はもって和を為す」(『老子』第42 章) 気は陰陽、天地人三才の構造を持つ哲学的原理→陰陽・五行で構造化されている
〔現代日本の気の状況〕
・2004年、幕張メッセで開催された全日本鍼灸学会大会のシンポ「気に迫る鍼灸」のテーマは、「気はあるのか、ないのか」だった。気は見えないが実感できる実体であり、その存在及び哲学的位置づけ抜きに鍼灸臨床はあり得ないと考える積聚会主宰・小林詔司氏と、気を想定しなくても臨床は成立すると考える大阪・八尾市、大師流の谷岡賢徳氏との間で議論が行われた。
・何年か前、東鍼校の文化祭で、学生が講師、教員に対して「気をどう考えるか」についてアンケート調査をした。かなりの教員、講師が「ふだん気は意識していない」「誤解を招かないよう授業では触れない」と答えたのが印象的であった。
・1980年代には、経絡治療派の著名な臨床家に、「オカルト的に気を売り物にするのは許せない」と、気の話題を嫌う方がおられた。
つまり、日本の鍼灸界においては、気は、肯定する側も否定する側も、実感で捉えられる経験的、感覚的実体という認識である。中医学においては、気は感覚的実体であるとともに、万物を構成する要素という哲学的原理なので、気を感じない医師も、哲学的には否定できない。この違いは対照的である。
日本の鍼灸界で気を肯定する鍼灸師には、中医学から原理的、哲学的な気の思想を取り入れた方と、経験や実感として気を感じ操作している方と、日本人の日常用語や感覚から気を理解している方とが混在している。否定する鍼灸師には、そうした各種の見解が混在するあいまいな気状況に反発して無視する方と、気は非科学的だ、オカルト的だと考える方とがまた入り交じっている。
　こうしたあいまいさ、混乱（？）のひとつの要素は、日本人が古代以来、「気」という漢字を使用しながらも、中国の意味とは異なる複雑、あいまいな「気」の日常意識を形成してきたことである。
　たとえば、「病は気から」ということわざは、もともと中国においては、「病気はからだの内外の邪気がもたらす」という実体的な理解に基づく。日本では「病気になるのもならないのも、本人の気の持ち方しだい」という精神的な理解になる。日本人が日常用語として使用する「気」には、元の中国語にはない、気持ち、気分、雰囲気など精神的、心理的要素が色濃い。
　こうした日本的「気」による「気配り」「気遣い」は、患者さんとのきめ細かい交流、人間関係づくりには威力を発揮するが、陰陽に分かれたり、五行に展開したり、循環したりという、宇宙論的、構造的な哲学の原理にはなり得ない。
〔日本には無数の気の用語がある。中国にはないものである〕
　気になる、気に入る、気が乗る、気が合う、気詰まり、気に病む、気がとがめる、気を入れる、気のせい、気に掛かる、気にくわない、気が向く、気が晴れる、気を許す、気づく、その気、やる気、嫌気、何の気なしに、気の毒、気味が悪い、気心、気分、雰囲気、気まずい、気配り、気遣い、人気、気転、気力、色気（け）、眠気、気取られる、もののけ、気配……
「日本人は、気という言葉を非常によく使う。もしかすると本家の中国より日常において気を多用し、気をよりどころとした生活をしているかもしれない。しかし、その意味するところは、中国における気の捉え方とだいぶ違っているといってよい。
　結論的にいえば、中国の気が天地万物すべての根源、現象とみなすような壮大な宇宙論の一環として理論づけられているのに対し、日本の気は、そのような宇宙論はあまり展開されず、もっと人間にとって身近に感じ取れる感覚的なものとして捉えられてきた。また、中国の気が物質的側面を強調するのに対し、日本では気を「雰囲気」というような主観的な場の間題や「気分」というような心理状態、あるいは心身の状態を表す場合に使うことが多いようである。
　現在でも気という語は、単独で、あるいは熟語として我々の生活の中で頻繁に使われており、日本人の文化や精神性、身体観を表す主要な言葉のひとつといえよう」（前林清和ほか著『〈気〉の比較文化-中国・韓国・日本』昭和堂）
赤塚行雄著『気の文化論』（創拓社）には、日本語における〈気〉の多様な使用法、『源氏物語』的な〈け〉の世界から『太平記』的な〈気〉の世界への移行など詳細な分析がある。
◎日本の「気」のあいまいさは、「気」の生成過程に秘密がある
【1】 中国語の「気」に新しい意味を与え、より心理的、精神的なものに変える力は、
「気」という漢字が輸入された古代当初から働いたようである。つまり、日本人は中国の哲学的、物質的な「気」概念に違和感を覚え、それが日本文化に直接導入されるのに抵抗した。
【２】 名古屋大名誉教授、舟橋豊氏は、名著『古代日本人の自然観』（審美社）で、それを指摘する。古代日本人は、宇宙観の根本に、アニミズム的、生命的な原理「ヒ（霊的・神秘的な生成の働き）」を持っていたので、中国の「気」が入ってきたとき、この血と熱気のただよう生命感覚を宿す和語を中国の抽象的、哲学的漢語と全面的に取り替えることをよしとせず、生活感覚の表現としてのみ取り入れた、というのである。
【３】 ここには、中国鍼灸を受け入れた日本人が、それをどんな土壌で変容させたかの秘密が隠されている。
〈気〉は中国人の根幹の思想である
「道家・儒家を問わず、「気」を万物生成の基礎に据え、これをもとにして世界と人間を体系的に説明するとともに、かくも重大な「気」の維持をはかろうとする思考と態度は、中国人の宇宙論、形而上学、宗教、倫理、人間観のみならず、医学、生理学、養生術、果ては、不老長寿や神仙術に説かれる服気（気を取り入れる呼吸術）、導引（気を取り入れる体操）、房中術（気を逃がさず、むしろ取り込む性交術）など、呪術めいた民間信仰・習俗にまで及んで、中国固有の民衆文化の形成にあずかってきた」（舟橋豊『古代日本人の自然観』審美社）
〈気〉と〈ヒ〉〈チ〉　
「『古事記』は一面で、中国思想の哲理を援用することで、その宇宙生成論の基本的特徴であるアニミズムの世界像（略）の弱点を理論的に補強することができたが、しかしこのような依存にもかかわらず、中国の形而上学の基本概念である「気」を日本の神話-宇宙論の基本概念「ヒ」と入れ替えて、中国思想に全面的に拠りかかるようなことはしなかった」（同）
　『古事記』序文の「それ、混元既に凝(こ)りて、気象未(いまだ) 效(あらわ)れず。名も無く為(わざ)も無し。誰れかその形を知らむ。然れども、乾坤(けんこん)初めて分かれて、参神造化の首となり、陰陽ここに開けて、二霊群品の祖(おや)となりき」は、道教の教典『九天生神章経』『無上秘要』などに記されている。『日本書紀』の冒頭「古（いにしえ）に天地未だ剖（わか）れず、陰陽分れざりしとき…清陽は薄靡（たなび）きて天と為り、重濁は、淹滯（とどこほ）りて地となる」は漢代の『淮南子』の「天地未だ剖（わか）れず、陰陽未だ判（わか）れず、四時未だ分れず、万物未だ生ぜず…清陽は薄靡（たなび）きて天となり、重濁（じゅうだく）なるものは凝滞（ぎょうたい）して地となる」とほぼ同文である。

「輸入思想としての根本原理「気」の概念は、根本原理としては少なくとも『古事記』の表面からは掻き消されている。漢才の威力・権威にもかかわらず、和魂「ヒ」は、『古事記』という、半ばイデオロギーの書の内的必然性（ヒにより、ヒツギの王権の正統性と絶対性を証明する必要）によって、根本原理として保存され、それ故に「気」を排除した」（同）
　「古代日本の「ヒ」は、「気」と同様に究極の原理（アルケー）でありながら、なお具体的な、アニマ的生命性や、生成の熱気を失わずに保持している。「気」の原理に観られるような、熱や血、生や性を抜き去った、冷たく乾いた抽象性の中での思考は日本人の不得手とするところであり、とりわけ神霊（ヒ、ムスヒ、イナヒ）や精霊（チ）の活躍が具体的に、生々しく語られる神話の中で、この土着の、生気あふれるアニマ的原理「ヒ」を、外来の非アニマ的抽象的原理「気」と置き換えることは、アニミズム的世界に神霊と交わりながら生きていた古代日本人にとっては不可能であるとともに、不可解でもあったにちがいない」（同）
それにしても中国の「気」は日本文化に大きく影響した
　舟橋豊氏は、つぎのようにも言う。
「中国思想の圧倒的な影響下にありながら、その形而上学の根本原理「気」が日本の宇宙論ないしイデオロギーの根底に生（なま）の形で入り込まなかったのは、当然の成り行きであったとはいえ、やはり一つの驚異であろう。
　加うるに、古代日本人の神話一宇宙論や神道教義の中に、首座を見出しえなかった「気」が、しかしイデオロギーの中核と係わりの少ない日常言語・思考の中に数え切れないほど生き残り、今日もなお多用されているだけに、驚きはひとしおである。やはり「気」は別の分野で日本人の思考の中に大きな残響を残したと言うべきであろう。その使われる分野は広範に及んでおり、個人的な感情・気分などを表わす分野(気を入れる、気を抜く、気に病む、気が付く、気が合う、気を揉む、元気、才気、根気、妖気、血気、気前、気持など)から白然現象の分野(天気、陽気、電気、気象など)、さらに社会現象のそれ(人気、景気、気遣、気風など)に至るまで巾広く分布している。むろん「気」そのものとの間に多かれ、少なかれ意味のずれはあるが、このずれた意味でさえも、「気」と全く無関係と言うことはできない。やはり「気」の根元性と普遍性が「ヒ」や「ムスヒ」とは別に日本人の生活や考えにまで甚大な影響を及ぼし、このような広がりを許したと言うべきであろう」
・ 同様な観察は、「『気』の古邦語は、『い』であった」という明治の文豪、幸田露伴の『努力論』における「気」の解説にもうかがわれる。
現代の哲学者、市川浩も、「身の構造」の論文で、古代日本に気と重なる日本語があったことが現代日本語の気の概念の多様さ、複雑さを作り出したことを論じている。
【5】 あいまいさ、ファジーさは日本文化の特徴である。
それは、（1）日本文化の古い意識の層が持っている実感主義、アニミズム的な生命感覚から来る本質的なファジーさと、（2）外来の論理的文化と土着の意識が折衷されることによるファジーさの二重構造になっている。
　わたしたちは、古事記の時代から、中国の「気」に対して日本的な解釈の仕方をしてきた。いま、気があるという鍼灸師がいるかと思えば、気はないという鍼灸師もいて、あるようなないような情況なのは、日本の古き良き（？）伝統である。この現状を見据え、そのなかに可能性を考察するのが、わたしたちの役割ではないだろうか。
【設問】
身近に知る鍼灸家の「気の思想」は、
（1）中国伝統医学の気の思想もしくは中医学教科書の気の思想
（2）日本的、日常的な気の感覚
（3）それらを折衷した思想
（4）気は考えなくてよいという立場
の4種のうちどれに当てはまるかを考えてみよう。
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